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事例番号 100 沿道不動産オーナーによるまちづくり（大阪府大阪市御堂筋） 
 
1. 背景 

バブル経済の崩壊以降、関西経済は長い

低迷状態にあった。御堂筋エリアにおいても金

融機関をはじめとしたテナントの撤退、空室率

の上昇という問題が叫ばれていた。そのような

状況に対し、御堂筋（特にビジネスエリア）にお

いては地元団体がまちの活性化に向けて連携

していくべきであるとの提言が（社）関西経済

連合会が中心になって行われた。そして、経

済団体、行政の後押しも受け、沿道不動産オ

ーナーによる組織「御堂筋まちづくりネットワー

ク」が設立された。御堂筋エリアは大阪の中で

も特に話題性、認知度、波及効果が高い地区

であることから、同エリアが地元主導によるまち

の活性化のプロトタイプを示す意義は大きいと

考えられたわけである。 
 
2. 目標 

個性的で魅力あるまちづくりを行うためには、

地元の視点で創意工夫をし、活動することがま

すます重要になってきている。「御堂筋まちづ

くりネットワーク」は、大阪の「顔」である御堂筋

を「活力と風格あるビジネス街」として維持・発

展させることを会の目的としている。その目的

の下、地元が協調し、地元の視点から御堂筋

の課題と改善策を検討し、行政、経済団体等

とのパートナーシップを図りながら、活性化に

向けた活動を行うこととした。 
 

3. 取り組みの体制 
「御堂筋まちづくりネットワーク」の活動対象エリアは土佐堀川から博労町通りまでの御堂筋沿道

街区である。南側エリアには「長堀 21 世紀計画の会」が既に存在していたこと、また、ビジネスエリ

アでの連携を図ることが目的であったことから、このようなエリア設定となった。会員は御堂筋沿道

の不動産（土地、建物）オーナーに限定しており、設立時は会員数 25 であった。2006 年春現在の

会員は 36 にまで増加している。（社）関西経済連合会は不動産オーナーではないが、特別会員と

して参加している。 

「御堂筋まちづくりネットワーク」会員の建物配置 
（資料：御堂筋まちづくりネットワーク） 



2 

4. 具体策 
（1） 組織の運営状況 

「御堂筋まちづくりネットワーク」の活動は、総会の他、「まちづくり検討会」、「運営会議」、「プロ

モーション部会」、「都市環境部会」、及びイベントの実行部隊である「イベント実行委員会」に分か

れて行われている。総会（年 1 回）及び「まちづくり検討会」（年 4 回）は全会員を対象に開催されて

おり、運営会議はその事前準備の機能に加え、会の活動の大きな方向性などを決める役割を持っ

ている。 
「プロモーション部会」はビジョンやまちづくり戦略の立案、ポータルサイトの企画・運営、イベント

の企画・誘致・開催等まちの活性化、情報発信に関するソフト面の活動を担っている。「都市環境

部会」は各種規制のあり方の検討・提言、街路環境のあり方の検討・提言、美化・緑化活動の企

画・実施等主にハード面の活動を担っている。両部会は隔月に 1 回程度開催されている。「プロモ

ーション部会」の下には「イベント実行委員会」が設置され、イベントの実行部隊として春・秋のイベ

ント時に活発な活動を行っている。「プロモーション部会」には 13 会員が、「都市環境部会」には 14
会員が参加している。部会活動等に参加している会員は、まちづくり関連、企画関連、総務関連等

の部署からメンバーを選出している。 
会の事務局は代表幹事会社である㈱竹中工務店内に置かれ、同社のまちづくり関連部署の社

員が事務局業務を担っている。会の運営費に関しては、設立年度から 2004 年度までのスタートの

3 年間は大阪市経済局から補助を受けていたが、現在は会員からの会費及び特別会員である

（社）関西経済連合会からの協賛金によっている。 
 

（2） ソフト面の取組み（イベントの開催等） 
「御堂筋まちづくりネットワーク」では、新緑が美しい春（概ね 5 月）と街路樹が黄葉に染まる秋

（概ね 10 月～11 月）の 2 シーズンに沿道各所で「御堂筋 GARELLY」と銘打ったイベントを開催し

ている。その内容は、恒例となった銀泉備後町ビル（注）での「まちかどコンサート」、「花と緑のスタン

ド」、2005 年よりスタートした沿道関係者による講演会「御堂筋放談」、沿道店舗の協力による「御堂

筋ポイントラリー」等である。その他、御堂筋沿道での「ガーデニングアート展」、大阪デザイナーズ

ウィーク公式イベントである「大阪芸術大学展」等、様々な展示イベントを主催、或いは共催、協力

している。 
 
（注）銀泉備後町ビル：沿道の会員企業である㈱銀泉のビル 

 
2005年からは、御堂筋沿道に 27体ある彫刻群に着目し、彫刻を切り口としたまちづくりの展開を

模索してきている。2005 年秋のイベント「御堂筋 AUTUMN GALLERY 2005」では、金沢 21 世紀

美術館及び大阪市立美術館の館長である蓑豊氏を招き、「彫刻とまちづくり」シンポジウムを開催し

た。蓑館長の基調講演に引き続き、パネルディスカッションで彫刻を活かしたまちづくりの可能性に

ついて議論を行なった（パネラーは、水木しげるロードで有名な境港市の観光協会会長である桝

田知身氏、大阪市立美術館学芸員である齋藤龍一氏、大阪市立大学教授である橋爪紳也氏、及

びプロモーション部会長の篠原祥氏であった）。 
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同時に、彫刻を活かしたまちづくりに取り組んでいる全国のまちづくり事例を紹介した「彫刻とま

ちづくり」展を開催した（銀泉備後町ビル 1 階「I－ポイント」にて開催）。さらに、貴重な彫刻の存在

を広く知ってもらうために彫刻ポストカードを自主作成し、沿道企業の受付や店舗に備え付けて無

料で配布している。 
2006年春のイベント「御堂筋 SPRING GARELLY 2006」では、御堂筋開通記念日である5月

11 日を「御堂筋彫刻の日」と定め、会員と大阪市とで協力して彫刻清掃イベントを開催した。総勢

60 名程度の会員が会のジャンパーに身を包んで彫刻を磨くとともに、彫刻周辺の清掃やチラシ配

布を行った。揃いのジャンパーを着ていたこともあり、出勤途上のサラリーマンや OL の注目を集め、

新聞紙上で紹介されるなど、話題性は高かったようである。 
以上のイベントに関しては地道な活動との見方もあるようであるが、地元はもとより経済界、行政

とも連携を取りながら活動を続けていることもあり、徐々にマスメディアに取り上げられる機会が増え、

現在では雑誌や新聞などで広く紹介されるようになっている。 
広報活動に関しては、ホームページでの情報発信の他、一部メンバーによるブログでの情報発

信が試行的に行われ始めている。イベント関係の広報は、御堂筋沿道でのチラシ配布やポスター

掲出のほか、会員企業による PR、大阪市の広報誌やフリーペーパーへの掲載、地下鉄構内への

チラシ設置、プレスへの情報提供等の方法で行われている。 
 
 
 

 
「御堂筋 GALLERY 2005 EARLY SUMMER」のチラシ （資料：御堂筋まちづくりネットワーク） 
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「御堂筋 AUTUMN GALLERY 2005」のチラシ （資料：御堂筋まちづくりネットワーク） 
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「御堂筋 SPRING GALLERY 2006」のチラシ （資料：御堂筋まちづくりネットワーク） 

 

 
第３回御堂筋放談、及び彫刻絵はがき写真の募集チラシ （資料：御堂筋まちづくりネットワーク） 
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（3） ハード面の取組み（街並み形成、環境形成） 
「都市環境部会」が中心となって街並み形成、環境形成に取り組んできている。 
街並み形成に関しては、沿道の建築規制（建物高さ、壁面指定）のあり方が会の設立時からの

課題になっている。大阪市は、御堂筋沿道（土佐堀通り～中央大通り）のまちなみを「21 世紀に向

けて、国際都市大阪のシンボルストリートにふさわしい、うるおい・にぎわい・ゆとりのある魅力あるま

ちなみ」に誘導するため、「御堂筋沿道建築物のまちなみ誘導に関する指導要綱」を平成 7年に導

入した（同年 1 月 1 日から実施）。御堂筋の建物に関しては従来は高さ 100 尺（31m）の制限が設け

られていたが、この制限を緩和するかわりに壁面をセットバックさせるという内容である。具体的な

基準は、御堂筋に面する建築物の外壁の高さ上限が 50ｍ、壁面の位置は 4ｍ後退となっている

（外周道路側も 2m 後退）。また、50ｍを超える部分に関しては、御堂筋側の外壁から 10m 以上後

退した部分で 10m 以下となっている。この規制に関してはまちなみへの配慮や土地利用の観点か

ら賛否両論があり、「御堂筋まちづくりネットワーク」は会員の意見を取りまとめて行政への提言、意

見交換を続けてきている。昨年の景観法施行により行政との連携はとりやすくなってきているが、会

としては地域の景観形成のあり方について引き続き活動を続けていく予定である。 
街並み形成のもうひとつの大きな課題は、緩速車線（御堂筋の歩道側側道）の歩道化である。御

堂筋は銀杏並木の美しい通りであり、「銀杏並木の下をそぞろ歩ける」通りとするべきであると会で

は考えているが、違法駐輪や歩道を行き交う自転車で歩行者が危険な状況にさらされているのが

実状である。会では、違法駐輪問題や歩行者と二輪車の交錯を解消して環境に配慮した「ひと中

心の道」とするために、「緑陰とにぎわいの街路づくり」という提言書を取りまとめて関係各所に働き

かけを続けている。 

 
「緑陰とにぎわいの街路づくり（抜粋）」 （資料：御堂筋まちづくりネットワーク） 
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環境形成に関しては、手入れの行き届いていなかった平野町交差点の植栽帯を、国土交通省

のボランティアサポートプログラム制度を活用して、会が 2004 年におしゃれな植込みに変えたとい

うことがある。国土交通省大阪国道事務所と協定を締結し、季節の植替え時の苗の提供を受け、

会員メンバーや学生ボランティア、大阪市に登録しているグリーンコーディネーターにより植替え作

業を行ない、沿道企業４社が日常の潅水・清掃をボランティアとして行っている。植栽のデザイン原

案の作成と季節の植替え指導は環境デザイナーと連携をとって行っている。2005 年には「御堂筋

平野町街園」という名称をつけて PR を行なっている。 
その他、「都市環境部会」では歩道の美化、緑化活動、公開空地の活用検討、サイン看板のあり

方等も検討テーマとなっている。 
 

 
「御堂筋平野町街園」 （資料：御堂筋まちづくりネットワーク） 
 

（4） 行政との連携、情報交換 
「御堂筋まちづくりネットワーク」は行政主導の「新しい時代の御堂筋協議会」に地元まちづくり団

体として「長堀 21 世紀計画の会」とともに参加している。この協議会は、大阪市長が会長を務め、

大阪市、大阪商工会議所、大阪国道事務所、関西経済連合会が事務局を務めている。その他、

中之島、御堂筋を中心に活動している様々な委員会、協議会等に参加している。 
また、大阪市、大阪商工会所等が主催する様々なイベントとも連携を図っている。「OSAKA 

CENTRAL PARK 2005」（大阪市）や「大阪ライフスタイルコレクション」（大阪商工会議所）、「日

英都市再生シンポジウム」（大阪市）、「全国都市緑化おおさかフェア」等に後援や協力という形で

参加している。 
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先述の街並み形成、環境形成においても、沿道不動産オーナーの会という立場を活かし、積極

的な提言活動、意見交換、情報収集を行なっている。 
 
5. 特徴的手法 

「御堂筋まちづくりネットワーク」の大きな特徴は、沿道の不動産オーナーが集まった任意団体が

まちづくりのソフト面（イベント、PR 等）、ハード面（景観、環境形成等）の全般を視野に入れた活動

を展開している点にある。不動産オーナーの会であるため、行政等に対する発言力を持ちつつ、

まちの中長期的な展望の下で幅の広い活動ができている。 
「御堂筋まちづくりネットワーク」を構成している御堂筋沿道の不動産オーナーは、本社や支社を

自社ビルとして保有する企業、賃貸ビルを所有する不動産会社、宗教法人、学校法人など多種多

様であり、業種も様々である。そのため、会の活動を通してそれぞれの目指すところが完全に一致

しているとは言えないが、会は地道な活動を積み上げてきたことによって、このエリアには無くては

ならない団体であるという共通認識を持たれるようになっている。 
 

6. 課題 
会の活動は今年で5年目を迎え、徐々に知名度も向上してきたが、この活動がさらに広く展開す

るためには、メディアを利用した情報発信やホームページやブログを活用した PR を今まで以上に

行なう必要があると考えられる。 
 

（参考・引用文献） 
御堂筋まちづくりネットワークホームページ 


